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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 0.46 ha

令和 5 年度　～ 令和 9 年度 令和 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 R４年度 R９年度

人／日 R４年度 R９年度
曲師町における歩行者・自転車交
通量

中心市街地（商店街）における歩行者・自転車交通量 人々の往来増加による中心市街地の活性化 9,700 10,200

都道府県名 栃木県 宇都宮市
う つ の み や し

オリオン通り（江野町・曲師町地区）

計画期間 交付期間

大目標：　官民連携による魅力と活力のある都市拠点地区の形成
　　目標：公共空間の活用による，官民一体となった，人が集い賑わいのある歩行者空間の創出

・　県都・宇都宮の顔である中心市街地は，古くから二荒山神社の門前町や宇都宮城の城下町として栄え，長い歴史の中で伝統や文化を育むとともに，近年においては，商業や業務，居住などの都市機能が集積するなど，栃木県の政治・経済・文化の中心として発展
してきた。しかしながら，モータリゼーションの進展や幹線道路の整備等により，大規模商業店舗の郊外移転や郊外部の宅地開発が進むなど，都市機能が拡散し，中心市街地の空洞化や都市としての求心力が低下している。
・　このような中，本市では，今後直面する本格的な人口減少や超高齢社会を見据え，宇都宮市のこれまでの成り立ちや，地域の歴史・文化，コミュニティなど，市内それぞれの地域が持つ個性や特性を生かしながら，拠点等における都市機能や居住の密度を高めるこ
とにより，様々な都市のサービスを効率的に提供し，将来にわたり便利で暮らしやすく持続可能な「ネットワーク型コンパクトシティ」の実現を目指している。
・　中心市街地では，これまで，中心市街地活性化基本計画に基づき，都市再生整備計画「宇都宮中央地区」・「東武宇都宮駅周辺地区」等において，都市機能の集約や活力と魅力のある拠点形成を図る市街地再開発事業や，都心部道路景観整備事業，まちなかの
賑わい創出や市民の交流拠点となる広場空間やオープンスペースの整備（宇都宮城址公園・オリオン市民広場（オリオンスクエア）・バンバ広場の整備）など様々な事業を進めてきた。さらに，ＮＰＯ法人や民間事業者などと緊密に連携し，地域資源を活かしながら，空
き店舗への出店等促進や，商店街等による積極的なイベントなどが行われるなど，まちなかの活性化に官民が一体となって取り組んできたところである。
・　これらの取組により，新型コロナウイルス感染症の感染拡大以前までは，空き店舗の減少や中心市街地の休日の歩行者・自転車交通量が下げ止まるなど，中心市街地の衰退に改善の兆しが見えてきたところであり，特に，中心市街地を代表する商店街のオリオン
通りでは，平成３０年１月指定の都市再生整備計画「宇都宮都市拠点地区」において，まちの賑わいを創出するため道路占用許可の特例を活用してきた実績があり，今後は当該計画により引き続き，人の交流や憩いの場の提供に取り組んでいく。

・　郊外部への集客施設移転や人口の郊外転出により，中心市街地の空洞化が進んでいる。
・　従来からオリオン通りにおいて，まちづくり団体が地元商店街や沿道店舗と連携しながら，公共空間を活用したオープンカフェの取組を実施しており，空き店舗数の減少や週末夜間の通行量の増加など，中心市街地の活性化に大きく寄与していることから，取組を継
続的に実施することが求められている。

・　「第６次宇都宮市総合計画」
　高い機能性とアメニティが共生したメリハリのある都市である「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成を目指すとともに，中心市街地を「都市拠点」として位置付け，広域的な拠点性・中枢性を高め，より複合的で高次な機能を備えたまちの形成を図ることとしている。
・　「宇都宮市都心部グランドデザイン」
　２つの「都心核」と２つの「都心軸」からなる都心部の構造づくりを進め，「中核都市宇都宮にふさわしい賑わいと高次な都市機能を備えた多様性のあるまち」を目指していくこととしている。
・　「中心市街地活性化基本計画」
　「うごく　つながる　心躍る　みんなで創る　宮の街なか」を将来像に掲げ，中心市街地の活性化を図ることとしている。
・　「都心部まちづくりビジョン」
　中心市街地が含まれる東武宇都宮駅周辺の将来像として，「中心市街地の玄関口でありＬＲＴと鉄道の結節点として，駅と商店街が一体となったにぎわい・交流が生まれるエリア」，また，その沿線を「歴史・文化から商店街・歓楽街などの資源を生かして都市のにぎ
わいや多様性が感じられるエリア」を定めており，歩いて楽しい回遊空間の創出や人中心の空間形成を目指している。

江野町における歩行者・自転車交
通量

中心市街地（商店街）における歩行者・自転車交通量 人々の往来増加による中心市街地の活性化 7,500 9,700

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【公共空間の活用による，人々が集い憩う魅力ある中心市街地の形成と，官民一体となった賑わいのある歩行者空間の創出】
　・　公共空間を活用したオープンカフェの実施による，商店街利用者の利便性・快適性の向上および中心市街地の活性化

【道路占用許可特例制度】オープンカフェの実施

【まちづくりの住民参加】
・　事業主体であるＮＰＯ法人宇都宮まちづくり推進機構が行う「かまがわ川床桜まつり」，「カマガワイルミネーション」等にあたって，地元商店街や地域住民と一体となって賑わいを創出
・　現在，地区内及び周辺のエリアでは，「宇都宮オリオン通り商店街振興組合」，「オリオン通り曲師町商業協同組合」，「みやヒルズ活性化委員会」， 「宇都宮中心商店街活性化委員会」等の団体が，「盆踊り」等の地域にあった事業を行ない，賑わいの創
出に寄与

【官民連携体制】
・　公共が整備したオリオンスクエアで，「宇都宮オリオン通り商店街振興組合」を含む地元共同体が管理運営やイベント等を実施するなど賑わいを創出

【まちづくりの人材育成】
・　様々な事業・イベント等の実施を通して，地元商店街や市内大学生，土地所有者などから，まちづくり活動を主体的に行う人材の発掘・育成を図る。



協定制度等の取り組み

官民連携によるエリアマネジメント方針等

制度別詳細１ 制度別詳細２ 制度別詳細３ 制度別詳細４ 制度別詳細５ 制度別詳細６ 制度別詳細７ 制度別詳細８ 制度別詳細９ 制度別詳細１０ 制度別詳細１４

道路占用許可特
例（法第46条第10
項）

河川敷地占用許
可（河川敷地占用
許可準則22）

都市公園占用許
可特例（法第46条
第12項）

都市利便増進協
定（法第46条第25
項）

都市再生整備歩
行者経路協定（法
46条第24項）

低未利用土地利
用促進協定（法46
条第26項）

［滞在快適性等向
上区域］
一体型滞在快適
性等向上事業（法
第46条第3項第2
号）

［滞在快適性等向
上区域］
都市公園占用許
可特例（法第46条
第14項第1号）

［滞在快適性等向
上区域］
公園施設設置管
理許可特例（法第
46条第14号第2号
イ）

［滞在快適性等向
上区域］
公園施設設置管
理協定（法第46条
第14項第2号ロ）

［滞在快適性等向
上区域］
普通財産の活用
（法第46条第14項
第4号）

1 R5～R9
ＮＰＯ法人宇都宮まちづく
り推進機構等

○

2

滞在快適性等向上区域における駐車場の配置方針等

制度別詳細１１ 制度別詳細１２ 制度別詳細１３

［滞在快適性等向
上区域］
路外駐車場配置
等基準（法第46条
第14項第3号イ）

［滞在快適性等向
上区域］
駐車場出入口制
限（法第46条第14
項第3号ロ）

［滞在快適性等向
上区域］
集約駐車施設（法
第46条第14項第3
号ハ）

1

事業

●常設オープンカフェ（食事施設）の設置によるにぎわいの創出
　オープンカフェを設置して適切に維持管理することにより，まち
のにぎわいを創出する。

小休憩のできる滞留空間を形成すること
により，利用者の利便性・快適性の向上
および中心市街地の活性化を図る。

活用する制度

事業の目的/事業によって解決される課
題

事業期間 事業主体(占用主体）

活用する制度

取組
取組の目的/取組によって解決される課

題
開始時期



制度別詳細1（道路占用に関する事項）法第46条第10項

制度別詳細【道路占用許可基準の特例】

道路交通環境の維持
及び向上を図るための措置

1 オープンカフェの実施

・　オープンカフェ周辺の清掃を実施する。
・　歩道部にゴミ等が落とされた場合にはこまめに清掃する。
・　店舗周辺の歩道部分に違法駐輪が増えないよう，利用者へのマナー
の周知を図る。
・　緊急車両通行時には，速やかに設置物を撤去する。
・　イベント等により多数の歩行者が想定される場合は，地元商店街の要
請に基づき，歩行空間の確保を優先する。

2

3

制度の活用計画

占用対象施設 占用の場所

路線名：市道３号線及び１１３６号線（オリオン通り）

道
路
占
用
許
可
特
例
対
象
施
設



制度別詳細１-１（道路占用に関する事項）法第46条第10項
事業番号１，２，３

制度別詳細【道路占用許可基準の特例】
制度を活用して整備・設置する施設等の配置を示す地図

道路占用許可の特例を活用し歩き

たくなる歩行者空間の充実を行う予定

の区域

＜凡例＞

１休憩施設等

テーブル・イス・パラソル等



制度別詳細１-２-①（道路占用に関する事項）法第46条第10項
事業番号１，２，３

制度別詳細【道路占用許可基準の特例】
制度を活用して整備・設置する施設等のイメージ

平面図、断面図、写真などを用いて、具体的に記載する。

道路占用許可の特例を活用し歩き

たくなる歩行者空間の充実を行う予定

の区域

＜凡例＞

１休憩施設等

テーブル・イス・パラソル等

※イメージ



都市再生整備計画の区域

オリオン通り（江野町・曲師町地区）（栃木県宇都宮市） 面積 0.46 ha 区域 市道３号線及び１１３６号線

Ｎ

宇都宮市役所

宇都宮城址公園

東武宇都宮駅

JR宇都宮駅

市道3号線及び1136号線(オリオン通り） 位置図

宇都宮市役所

宇都宮城址公園

東武宇都宮駅

JR宇都宮駅

市道3号線及び1136号線(オリオン通り） 位置図

道路占用許可の特例を活用し歩き

たくなる歩行者空間の充実を行う予定

の区域

＜凡例＞

１休憩施設等

テーブル・イス・パラソル等



江野町における歩行者・自転車交通量 (人／日) 7,500 (R４年度) → 9,700 (R９年度)
曲師町における歩行者・自転車交通量 (人／日) 9,700 (R４年度) → 10,200 (R９年度)

オリオン通り（江野町・曲師町地区）（栃木県宇都宮市）　整備方針概要図

目標
大目標：　官民連携による魅力と活力のある都市拠点地区の形成
　　目標：公共空間の活用による，官民一体となった，人が集い賑わいのある歩
行者空間の創出

代表的
な指標


